
実績情報

28年度 29年度 30年度

56,469 47,677

0
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0

1,855

目標

コ
ス
ト
増
減
の

主
な
理
由

　平成３０年度は前年度と比較し、隔年で作成してい
る直売マップの事業費が増加したため、単位あたりコ
ストが上がった。

飾元気野菜PRパンフレット（隔年）　

飾元気野菜PR用ホームページ運営委託、
直売マップデザイン委託（隔年）など

元気くんクリーニング

コストの主な内訳
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PR資材、のぼり旗、看板他
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0
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使用店・取扱店店舗数（団体）

0 0

1,807 1,478

0 0
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0
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0

32

54,841

57,966

53,656 44,613

32

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

実績

単位あたり区単コスト（a/ｇ）

実績

実績数値（g）

実績 54,622 51,172 45,963

実績

目標

直売による 飾元気野菜
販売実績

- 千円
目標 54,000

29年度 30年度

目
標

令和元年度 単
位
あ

た
り

コ
ス
ト

項目

54,000 54,000
54,000 単位の定義

目標・
実績

指標 指標の根拠 単位 区分 28年度

目標

活動指標
トータルコスト（f=b+c+d+e）

退職給与引当

（控）コスト対象外

金利

調整額（e）

実績の
評価・
分析

直売による 飾元気野菜販売実績は、29年度実績と比べると30年度は下がっており、目標実績に達しなかったが、区役所での野
菜即売会をはじめ各イベントでの野菜即売会については、一定の購買者があり 飾元気野菜が地域に浸透してきている。また、
「 飾元気野菜取扱店・使用店」の店舗数は、30年度実績で32店舗と横ばいで推移している。

再雇用職員

減価償却費

人件費

人
件
費
等

職員人件費（c）

間接費（d）

35

-
目標

実績

30

実績 32 31 32

30
目標・
実績

指標 指標の根拠 単位 区分 28年度

飾元気野菜取扱店・使
用店店舗数

-
30

29年度 30年度

目
標

成果指標

令和元年度

店舗
目標

事
業
費

直接事業費（b）

手数料

印刷製本費

委託費

消耗品費

0 0

583

223

一般財源（a） 1717 1383

927

244

29年度

収
入

特

定
財
源

国庫支出金 0 0

都道府県支出金 0 0

その他

所管課
の見解 改善

農業振興のため、 飾産野菜ＰＲ経費助成や農地保全支援事業などの事業も実施しているところであるが、 飾元気
野菜を地域に浸透させるために、引き続きホームページやチラシで積極的にＰＲ活動を行うなど、区内事業者への支
援となる事業を実施していきたいと考えている。

事業の目的 イベントなどにおける 飾産野菜の販売に対し、買物袋等の物的支援を行い、区内農産物の販路拡大を図る。

実施内容

イベントなどにおける 飾産野菜の販売に対し、のぼり旗や買物袋等の物的支援を行う。また、元気野菜直売所や庭先
直売所を紹介する直売マップを作成し区施設等で区民に配布する。さらに、 飾産野菜を取り扱う小売店や使用した料
理・加工品等を販売する店舗にＰＲ用のぼり旗などを配付するほか、区のホームページや産業情報紙で紹介することによ
り、販売経路拡大を図る。22年度から、公募により「元気くん」と名づけた 飾元気野菜のキャラクター着ぐるみを作製し、
ＰＲ即売会や区内各種イベントで活用し 飾産野菜をＰＲしている。
・ＰＲ方法
【のぼり旗】
【直売マップ】隔年で作成、直売所・区施設等で区民に配布
【取扱店・使用店】元気野菜のぼり旗・平看板の配付
【産業情報紙】年４回発行
【元気野菜公式ＨＰ】　元気野菜の紹介、取扱店・使用店の紹介、農業イベントの案内

コスト内訳（決算）（千円）

項目 28年度

産業経済課

基本情報

施策
番号

施策 1402 区内の事業所が安定的に経営できるようにします。

令和元年度 行政評価委員会評価表 今後の方向性

事業名 飾産野菜販売経路拡大支援事業
担当部 産業観光部 評価の

視点
①方向性
②実施内

容
③実施方

法

①
区内農家・農地は年々減少しており、区内農地をいかにして保全していくかが課題となっている。
区内農産物の販路拡大も難しくなりつつあるが、現状の販路を維持し、区内事業者の安定的な経営と地域への流通
を図るためにも、 飾産元気野菜の魅力を発信していくことが必要であると考える。これまで、区役所をはじめ各イベ
ントでの元気野菜ＰＲ即売会の実施、直売マップの配布、元気野菜取扱店・使用店への参加促進など様々な取組みを
行ってきたが、より効果的に魅力を発信するための取り組みについてご意見いただきたい。

担当課



施 設 名 施設数 配布部数 依頼文

区政情報コーナー 1 500 別紙１

地区センター 19 各50 別紙２

区民事務所・区民サービスコーナー 10 各50 別紙３

男女平等推進センター 1 50 別紙４

学び交流館 4 各50 〃

かつしかシンフォニーヒルズ 1 50 〃

保健所・保健センター 6 各50 〃

総合スポーツセンター体育館
(生涯スポーツ課）

2 各50 〃

奥戸総合スポーツセンター温水
プール館
(生涯スポーツ課）

1 50 〃

郷土と天文の博物館 1 50 〃

広報課 1 100 別紙５

図書館 12 各50 別紙６

JA東京スマイル 1 100 別紙７

財団法人　特別区協議会 1 50 別紙８

児童館 27 各30 別紙9

計 88 4410

直売マップ 配布場所一覧









飾元気野菜の「元気くん」

プロフィール

生まれも育ちも 飾区内 くるりん としたガッツポーズで 飾の農業を元気いっぱい

応援しています。

誕生は平成 9 年、当時は区内産野菜のほとんどが市場へ出荷され、地域で採れた野菜を

地域の人が直接口にすることはほとんどありませんでした。

地域でとれた野菜をもっと地域の人へ届けようと直売所をオープンしたのをきっかけに、

飾産野菜の地域ブランド化を目指して「とれたて・イキイキ 飾元気野菜」のキャッチ

フレーズとともにロゴマークキャラクターとして誕生しました。

飾元気野菜の顔として長く親しまれてきましたが、平成 22 年に改めて愛称を公募。

飾元気野菜の「元気くん」としてこれまで以上に活躍しています。

「 飾元気野菜」は区内の学校給食にも利用され、子供たちの食育にも一役買っています。

 区内に残る農地は年々減少し、市場への大量出荷から地域での直売へ移行しつつありま

すが、伝統ある 飾の野菜づくりの技術と、地元での直売の実績に支えられ、その品質と

品揃えには自信があります。

また、住宅街で作られるお野菜だからこそ、低農薬を心がけるなど、地域の住環境にも

配慮して作られています。顔の見える身近な地域のお野菜をあなたもぜひ「食べて応援！」

してくださいね。

PR 

◆ 飾産の多彩な野菜を見ることができる「 飾区秋野菜品評会」へ行ってみませんか？

展示野菜の即売会もありますよ。

平成 26 年 12 月 5 日（金）テクノプラザかつしか （ 飾区青戸７－２－１）

 一般公開 午後１時 30 分から 展示野菜の即売会 午後 4 時から

◆ 飾元気野菜の公式ホームページはこちら ＞ http://genkiyasai.jp/



（PC 用サイト・スマートフォンでもご覧になれます）

飾元気野菜の即売会や元気くんの参加するイベント情報などを随時お知らせしています。 

おまけ

元気くんのヒミツ

元気くんのおしりには小松菜の双葉が生えているみたいだよ！タッチすると良いことがあ

る かも？



支出

トータルコスト

　　コスト内訳等（千円）

0.10 0.05

356,667

―

事務事業名

H27 H28 H29

担当部

0 0 0
― ―

一般 2(12)6 1 3

65 90 48

316,217

― ――

事務事業一覧表

一般財源

事業費

人件費

業務量(人)

間接費

調整額

0 0産業観光部
産業経済課

―

事業内容

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

単位 H27 H28 H29

担当課
関係課

収入
特定財源

　区内産農産物を市場を通じて消費者に広くＰＲするため“とれ
たてイキイキ 飾元気野菜”のキャッチフレーズ及びロゴマーク
を使用した野菜出荷箱や葉物用結束テープ等の購入費を対象に、
区内農業者で組織する営農集団に対して助成する。
【助成率】
　総事業費の３分の１以内、ただし、1,882千円を限度とする。
【助成団体】

飾区営農育成振興会（会員約180名）
【申請手続】

飾区営農育成振興会が、 飾元気野菜を出荷している区内営
農者あてに文書により調査を行い、必要数を集計し、区に対し交
付申請を行う。
【助成基準】
　ロゴの入った出荷箱、結束テープ、直売用ビニール袋等の使用

飾産野菜ＰＲ経費助成
318,568

(a)

1,882 1,882

―

2,282

　　　　　活動指標 (b)

―

単位当たり
コスト(円）(a/b)

9 9 7

2,737 2,762 2,330

1,882

―

790 790 400
0.10

0
2,672 2,672 出荷箱・結束テープ等購

入数量
個

―



―

―

―

―

―

飾区農地台帳調査
実績

―
実績

―

―

―

％

― 70

回

飾区政策・施策マーケ
ティング調査 60.8

―

― ―

―

―

―

―

―

―

―

2.1

―

改正生産緑地法等説明会へ
の参加率（累計）

区内農地面積の前年比減少
率

―

―

生産緑地所有農家参加戸
数/生産緑地所有農家戸
数

―
％

事務事業評価表

区分

―目標

実績 ― ―

H27 H28 H29指標 指標の根拠

事務事業名

成
果

活
動

成
果

成
果

―

―

産業経済課

個別計画 飾区地域産業活性化プラン

2(4)

― ―

実績 ―

目標 ―

― ―

― ―

目標

―
実績

調整課

予算説明書 一般 款 6 項 1 目 3 説明等

事務事業目的

実施内容

飾区農地保全支援事業

平成29年度

会計

防災や食育など多様な機能を持つ都市農地を保全し、区民の良好な生活環境に資することを目
的とする。

開始年度

【概要】
　都市農地は、区民に新鮮で安全・安心な農産物を提供する機能のほかに、災害時における一
時避難場所や、良好な景観・環境を創出するなど、多様な機能を有している。しかしながら、
都市化や相続などを契機として年々減少を続けており、農地の持つ大切な機能が損なわれるこ
とが懸念されている。そこで 飾区地域産業活性化プラン及び都市農業振興基本法の趣旨に基
づき、都市に農地は「あるべきもの」として捉え、区民の都市農地に対する理解を深めるため
の事業や都市農地の多面的機能の発揮に資する事業を総合的に展開する。

【活動内容】
　平成29年度　　　　：都市農地保全支援プロジェクト補助金、都市農地PRパネルの作成
　平成30年度（予定）：都市農地保全支援プロジェクト補助金、都市農地PR冊子の作成、
　　　　　　　　　　　改正生産緑地法等説明会の実施

担当部 産業観光部

担当課

単位

―

実績

目標

目標

目標

―

％
― 1.0

「 飾区内に緑の豊かさを
感じるか？」への「はい」
回答率

改正生産緑地法等説明会の
実施

根拠法令 都市農業振興基本法

関係課



（a）

（b）

（c）

（d）

（e）

（f=b+c+d+e）

H27 H28 H29

収入

特定
財源

コスト内訳（千円）

国庫支出金 0 0 0

都道府県支出金 0 0 13,596

その他 0 0 0

一般財源 0 0 4,469

業務量（人） 0.00 0.00 0.20

間接費 0 0 0

調整額 0 0 190

退職給与引当

0

金利 0 0 0

0 0 190

減価償却費 0 0

【継続】

単位あたりコスト （f/g） ― ― 4,934

単位の定義 区内農地面積（アール）

実績数値 （g） ― ― 3,700

単位あたり区単コスト （a/g） ― ― 1,208

・「都市農地保全支援プロジェクト」を活用し、農地の多面的機能の発揮を推進する。
・ 飾農業ＰＲ冊子を作成し、区民からの 飾農業への理解を深める。
・改正された生産緑地法等の周知を図るため、農家向け説明会を複数回開催し、特定生産緑地
指定手続きへの漏れを防ぐことで、農地を保全する。

実施状況に
対する評価

今後の方向性

・東京都の補助事業「都市農地保全支援プロジェクト」を活用し、井戸や土留めフェンス、野
菜自動販売機を整備したことにより、区民の生活環境への配慮のほか、農地の有する防災機能
及び地産地消等の機能を強化することができた。
・都市農地ＰＲパネルを作成し、各イベント等で掲示を行い、農地の役割や大切さを区民へＰ
Ｒすることができた。

（控）コスト対象外 0 0 0

トータルコスト 0 0 18,255

単位当たりコスト（円） H27 H28 H29

支出

直接事業費 0 0 16,465

職員人件費 0 0 1,600














